
教科別授業改善研修会

小学校 家庭
中学校 技術・家庭（家庭分野）
教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ

群馬県教育委員会事務局

義務教育課



はじめに

本日のスライドについて

【タイトルバーが紺色】
昨年度の授業改善研修会スライド
や内容を使用しています

【タイトルバーが緑色】
今年度の内容の新規スライド
です

昨年度の資料は、こちらから→



昨年度の取組（R5授業改善研修会スライドより）

本日のまとめ
〇教科の問題解決的な学習の過程を教師と子どもが共有する
〇問題を見いだした後、４つのステップで子どもが課題を設定する

Ｒ５の

R5は、「学習過程の基本型」と「課題を設定するための手立て」を話しました
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１ 群馬県教育ビジョンと令和６年度学校教育の指針
～家庭科の「特に現れてほしい子供の姿と重点」 ～

２ 家庭科の「特に現れてほしい子供の姿と重点」設定の背景

３ 「特に現れてほしい子供の姿と重点」を具現化するために
～本日の授業を基に～

本日の内容

本日のまとめ
〇題材に応じて、生活の中から問題を見いだすための活動を
「見本の観察」「実際の試し」「生活場面の想起」から選択する

○題材の学習内容に合わせて、家庭科の学習過程を柔軟に変更する



はじめに

はじめに

エージェンシーを発揮する「自律した学習者へ」リーフレット



１ 令和６年度学校教育の指針

・家庭科の問題解決的な学習の過程を教師
と児童生徒が共有する。
・生活の中から問題を見いだした後、
４つのステップで課題設定を導く。

→詳しくは、令和５年度授業改善研修会資料参照

○生活の中から問題を見いだして
題材の課題を設定している

家庭科

～特に現れてほしい子供の姿と重点～

各教科等で特に現れてほしい子供の姿 各教科等の指導の重点

題材の課題や学習計画を、児童生徒が していますか？

https://gunma-boe.gsn.ed.jp/wysiwyg/file/download/506/4207
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本日の授業では･･･ Ｃ（１）
南小学校

アンケート結果をもとに問題を見いだし、子どもたちが
課題を設定した

児童が設定した課題
自分や家族が使う物やお金を無駄にせず
使うためには、どのように買い物をした
らよいのだろうか。

【問題を見いだすための活動】
事前アンケートによる
生活場面の想起対話

交流
・

自己
決定

無駄にしない買い物をで
きるようにするには･･･

試行
錯誤

無駄にすると
環境にも

よくないよね。

値段はほとんどの人が見るけど、
表示やマークを見ない人は
思ったより多いな。

買う目的や長く使える
かどうかを考えないと、
もったいないよね。

よく考えて買い物をしない
と、物だけでなく、お金や
時間だって無駄になるよ。



２ 家庭科の「姿と重点」設定の背景
◎現場の先生方の困り感解消のために、３年事業である授業改善PJで
授業改善のポイントを段階的に押さえたい

全国的に先生方が困っている課題設定の場面を学校教育

の指針で示し、PJではその具体を捉えやすいB⑸で示した
↓

B⑸のように、ゴールイメージを明確に持てる題材での実
践はできるが、それを他の題材に当てはめるには、まだ壁
がある

【令和５年度（１年次）】

【令和６年度（２年次）】

・学校教育の指針の内容は令和５年度から継続する。
・授業改善PJでは、B⑸以外の題材で課題設定の場面の授業を公開し、
昨年度とは別の視点から「姿と重点」の具現化について示す。



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

一つめは、
昨年度の
スライドの･･･

問題を見いだすための活動

〇見本となる実物の観察
〇実際の試し
〇具体的な生活場面の想起 等

この部分を、
詳しくお伝えします



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

二つめは、
昨年度お伝えした
学習過程の･･･

題材の学習内容に合わせた
変更についてお伝えします

解決すべき「課題」をつかむ

「学習計画」を立てる

「試し」（練習）をする
友達と考えを伝え合い、よりよい方法を
見付ける

「実習」（本番）をする

課題の答えを整理して、「家庭で実践」する

題材の学習全体の「振り返り」をする



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇題材に応じて、生活の中から問題を見いだすための活動を
「見本の観察」「実際の試し」「生活場面の想起」から選択する

○題材の学習内容に合わせて、家庭科の学習過程を柔軟に変更する



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇題材に応じて、生活の中から問題を見いだすための活動を
「見本の観察」「実際の試し」「生活場面の想起」から選択する

○題材の学習内容に合わせて、家庭科の学習過程を柔軟に変更する



昨年度のスライドより

家庭科・家庭分野における
「問題」とは…
「課題」とは…
「めあて」とは…
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本年度の取組Ｂ（５）では･･･
南小学校

見本のコースターの観察をもとに問題を見いだし、子ど
もたちが課題を設定した

児童が設定した課題
自分や家族が使う手作りコースターを、
きれいで丈夫につくるには、どのように
するとよいのだろう。

【問題を見いだすための活動】
見本となる

手作りコースターの観察

縫い方の異なる（なみ縫い・返し縫い・かがり縫い）三つのコースター

自己
決定

対話
交流
・

家族の分もつくって、
団らんで使ったらいいよね！

好きな色で
つくってみたい！

練習すれば
つくれそうだよね！

人にあげるなら、きれいで
丈夫につくりたいよね！

でも、
どうすれば･･･

試行
錯誤
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本年度の取組Ｂ（２）では･･･
南小学校

ゆでたじゃがもの試食をもとに問題を見いだし、子ども
たちが課題を設定した

児童が設定した課題
自分や家族の好みの固さにゆでるには、
どのようにゆでるとよいのだろう。

【問題を見いだすための活動】
ゆでたじゃがいもの試食

（実際の試し）

※ゆでたじゃがいも（粉ふきいも）

対話
交流
・

じゃがいも以外も
ゆでたいよね！

私はもっとやわらか
い方が好きだな。

料理はしたことない
けど、ゆでることな
らできそうだな！

人によって固さの好みが
あるから、それに合わせられ

るといいよね！

僕はこのくらいで
ちょうどいいな。

でも、
どうすれば･･･

試行
錯誤

自己
決定



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

児童生徒の
・やりたいな！
・やれそうだな！
・やるべきだな！という思い
を引き出せる活動

〇題材に応じて、生活の中から問題を見いだすための活動を
「見本の観察」「実際の試し」「生活場面の想起」から選択する

には･･･

題材で育成する
資質・能力に着目
できる活動

を選びましょう。

自分事化

×



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇題材に応じて、生活の中から問題を見いだすための活動を
「見本の観察」「実際の試し」「生活場面の想起」から選択する

○題材の学習内容に合わせて、家庭科の学習過程を柔軟に変更する



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

解決すべき「課題」をつかむ

「学習計画」を立てる

「試し」（練習）をする
友達と考えを伝え合い、よりよい方法を
見付ける

「実習」（本番）をする

課題の答えを整理して、「家庭で実践」する

題材の学習全体の「振り返り」をする

家庭科の学習過程
（基本型）

課 題

学習計画

試し（練習）

実習（本番）

家庭で実践

振り返り

赤文字だけを
取り出すと･･･
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昨年度の公開授業（小学校）では･･･

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番）

「家庭で実践」

「振り返り」

B⑸は、「学習過程の基本型」とぴったり合う
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昨年度の公開授業（中学校）では･･･

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番）

「家庭で実践」

「振り返り」

B⑸は、「学習過程の基本型」とぴったり合う



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本題材でも、学習過程の基本型と合っている。

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番）

「家庭で実践」

「振り返り」

１回目の摸擬購入を「試し」、
２回目の摸擬購入を「本番」として位置付けている

南小学校



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「家庭で実践」
＝

「振り返り」

「実習」（本番）

家庭での実践が、本番とも考えられる･･･

しかし、･･･

南小学校



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番）

「家庭で実践」

「振り返り」

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「家庭で実践」
＝

「振り返り」

「実習」（本番）

どちらの
題材構想もあり

授業者は、以下の構想により、左側の題材構想をした
・誰もができる活動を本番に位置付けたい
・家庭実践の内容を複数用意し、実情に合わせて取り組めるように
したい

・情報の収集・整理の資質・能力について、特に「整理」に取り組
めるよう、摸擬購入を複数設定したい

基本型 実習＝家庭実践型



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

家庭（地域）で実践＝実習（本番）の題材
あるいは、

家庭実践が位置付かない題材もある

幼稚園でのふれあい体験を
どう位置付けるかによって

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番）「家庭（地域）で実践」

「振り返り」

＝



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

〇題材の学習内容に合わせて、家庭科の学習過程を柔軟に変更する

には･･･

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番）

「家庭で実践」

「振り返り」

基本型

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番） 「家庭で実践」

「振り返り」

実習＝家庭実践型

「課題」

「学習計画」

「試し」（練習）

「実習」（本番）

「振り返り」

家庭実践無型

複数のパターンで題材構想をしておき、
児童生徒と共に決めましょう。教師も

共に学ぶ学習者

＝



３ 特に現れてほしい姿と重点を具現化するために

本日のまとめ
〇題材に応じて、生活の中から問題を見いだすための活動を
「見本の観察」「実際の試し」「生活場面の想起」から選択する

○題材の学習内容に合わせて、家庭科の学習過程を柔軟に変更する

児童生徒の学びの環境を整え、信じて任せましょう

＝
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